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香川県立保健医療大学雑誌　第 15 巻

　令和５年度「香川県立保健医療大学雑誌１５巻」に、総説１編、原著２編、資料１編、

計４編の論文を掲載する運びとなりました。投稿者をはじめ、査読者、編集委員等のみな

さまのご協力に深く感謝いたします。

　コロナ感染対策が緩和され、ほぼ通常の社会生活を取り戻した今日この頃です。本学で

も中止していた行事が復活し、臨地実習も本来のカリキュラム計画に沿って実施できるよ

うになりました。しかし自然の猛威は容赦なく人間生活を襲うもので、今年の正月に能登

半島で大規模地震が発生しました。何が起こるかわからない世の中は続いていると実感し

ます。

　平成24～28年、文部科学省が高大接続改革について議論した際、我が国が育てるべき人

間像を次のように表現しています。「先を見通すことの難しい時代において、生涯を通じ

て不断に学び、考え、予想外の事態を乗り越えながら、自らの人生を切り拓き、より良い

社会づくりに貢献していくことができる人間を育てることが必要である。」このような内

容を見ると、地域の人々の健康に貢献できる保健医療専門職の『真に学ぶ力』とは何かを

問い直す必要があると思いました。

　県立大学である本学が香川県の保健医療福祉の向上に向けて、地域社会との連携を推進

するために、現在、様々な研究活動や実践活動を展開しています。今後、その成果が大学

雑誌で発信できるように努めてまいります。
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